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東雄灘術磯所て設計試作した鍋繊佳宅（HI・lv型）t，翻的に賞用’するため1．，搬

膏パネルを＊骨バネ川二謎かえて・唖漉鵬てられ礁鋸組tsnt賦作し熾告である．

L　設計の概翼

　　金麗パネル式の手法を木遭に慮用して，艮較的細い木

骨で枠租を作り，外側にアルミニウム（2嗣・波板厚0．5

　mm）を張り，内側に木毛セメyト板を張つた輕量な構
　　　　　　　　　　　ノ造にしt・・骨組は市販の一an木材の鍛種のものeSStw

、的に用い（普通木邉より25．9．節約），その結合も普通の、

　ボルト（9v13　mm）を用L）るので加工・組立が容易であ

，る．・壁パネルの學位は2聞（3．6皿）を基漫とし，妻測だ

　　　　
　けは’2．5間（4．5m）を用いる．高さは壁高膨（2．7m）と

12’（36m＞の2種である．屋atバネ’レは巾1問（1．8　m｝

　長さは16’（窒8m）とする．間仕切パネルを設けない場

合にも安全なように斜材によつて耐風壁を形威する．窓

廻りその他木都はすべてアルミでつつむ．（第1圖）

、

　の購造主材は9xgcm角，間柱と胴差は4．5×4cmと

’　し，絡子状！：maんで枠と同じ厚さになるよりに作り，窓：

　　　　　第2圖　現場に邊［ばれた壁パネル

　　　　　　　　　　　　　　　枠と帳｝居は9x4．5．

　　　　　　　　　　　　　　　pmで・主要部には

　　　　　　　　　　　　　　　筋逡　 （9×．9cm）　を

　　　　　　　　　　　　　　　入れ，2間（3．6m）

　　　　　　　　　　　　　　　苺に一つのパネルと

　　　　　　　　　　　　　　　　して組むので，パネ

　　　　　　　　　　　　　　　ルの製作は極めて容

　　　　　　　　　　　　　　　易で，水手にねかせ

　　　　　　　　　　　　　　　て組上げられるから

　　　　　　　　　　　　　　　正確に早く作られる

　　　　　　　　　　　　　　　（第2圖♪．一つのバ

　　　　　　　　　　　　　　　ネルの重量は120～

　　　　　　　　　　　　　　　200kgでパネルとし

　　　　　　　　　　　　　　　ては大型であるが，

　　　　　断面図　　　　　　建て上げには4人が

　　　　，　　　　　　　　　かれば充分である．

　、　　　　　　　　　　　　　このバネルを甚aj．＝

ンクリー怖石（巾12㎝，高さ42cm）の上に直鶴塊

込ボルト（13m皿）で2ケ所つつ据付け，各パネルは相．

互’こ9mmボ・・トで各’3ケ所結合する．屋根バネVlt．

壁バネル上枠に羽子板ボルFで4隅を結合し，相亙に蚤

　　　　　　　　　　　　雫面図
　　　　　　1　釦聞「纒鋼（v型）MuaS平面．立面．瀦

　2．構造の特色

　脛濟的な多攣生産が可能なように，構造や渣作材を箪’

純統一化し・バネル枠㈱thX，枷・相當する）筋蓮等
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　　　　　　第3圖　壁パネルの紹合作業

3ケ所でボルト締めされる（第3圖）．屋根パネルは梁に

相営する縦枠（6・18㎝）と母屋に相當する横つなぎ材．

（4．5×9cm）から成b，斜に入れた挫注（9×9㎝）とハ

サミ梁（4．5xgc皿×2）で，全畿として3鋏ア・・一チのよ

うな形をつくるように考えられている（第4画）．

第4園屋根パネルがのり鞭租が完成する

．3．　材糾の特色

　　（1）木材は柱はもとより造作材も全部アルミまtL｝t
　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　不燃板でつつまれてしまうので，仕上削の必要

　　　　　がなく品質も2等品でょい．

、　（2）外装ぱアルミ波板（2Sまセは3SのH材）で

　　　　　隣05㎜，灘ツチ約30㎜を醸アル
　　　　　ミ釘打とするので極めて簡単である．（外装板

　　　　　の漕脱の必翼があち場含にはアルミ木ねじを用

　　　　　いる）外襲のアルミ板は，枠と閲柱（45cm間

　　　　　隔）に直接とりつけ『得るように，波を横iこ用い，

i　　あわせ目からの雨水の侵λを盧理するtcめにア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　ルミのすて目触を用いている（第5圖｝．

　　（3）窓盗その他もすべてアJLミ李板でつつむので雨

　　　　　の侵入のうれいがなくJ木摺モルタル塗などよ

　　　　　りははるかに永持すると考えられる，

　　（4）内装は工場木毛セメy掛板を用いているから，

　　　　　装着は簡軍迅速であり，通氣がよいので骨組が

　　　　　腐蝕する心配が一暦少い．木毛板は在來壁下地

　　　　　または臨膿材として用いられていたものである

　　　　　が，安贋な工場製品で着火しにくく，表面塗装

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　24　　　　　　　　」
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　　第5圖　アルミ外装板の取付

も簡単であるから，組立構造に適する壁材であ

り，表面を適當に吹付蔚色すれば短裁もよく，

着腕可能な輕易な壁ができ上る（第6園）．

（5）

（6）

（7）

第6園9木毛板とアルミを用いた内裟

目地板や廻縁，檸縁などの造作材もアルミであ

るから，引火柱がなく，耐用性がすぐれている

屋根板はアルミの幣板を型付したもの（巾23

㎝，長さ任意，厚0．5mm）を用い，継ぎ目の

ない上に二れをアルミのクリッZ留としている

から，釘やビス穴がないので，雨もりの心配が

なく，ま耐用性もすぐれている．（屋根板に耐

用性と硬さの鮎から3S314　H）．

内外装とも輕量仕上材を用いているので，木材

の所要量は普通木造家屋にくらぺて非常に少く

（約30～40％節粉しかも頗なものを要しな

いので康便となり，外装をアルミにするために

高債となる画をカバrしている．

4，所要贅材．

この講法は，各部が統一簡易化されているので所翼資

材も節約されている，各部を形成ナるバネルの概要は次
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パネル建上

外装i（屋根，壁）

内装（壁，天弗床）

雑工事（電氣，塗装，難具）
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　　　　これを今まで6鐵骨組立佳宅に廿較すると輩位埣数・
300　に要する現場工教は家の通りである．（画位人時）
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　各パネルは全装備で200㎏～300kg，軸部だけでは

」20～200kgで4～L6人で取扱が可能である・

’試作家屋（15坪）に要した資材は次の通りである・

材画アル・i木材i木毛板齢鋼ガラス1セ・ソト

　　　　　　　　　　一12s4この表で（1犠は離切を簡易伽・tこめ峨少

2・13，ss41　2s41　’e’261s6i　4－，62・雛を（爺儲灘鰹麓だ望憾

　　　　　　　　　　　　　　　牛々に出ている．（3）外装がアルミ波板釘打となつたので

　　　　　　　　　　　　　　　鋲打やビス留にくらべ全然簡易化され．また片流で樋の

　　　　　　　　　　　　　　　ないことが，最も手聞をとる鼠根，軒廻りの工歎を非常

　　　　　　　　　　　　　　　に少くした原因である．「4柄裟は3種，共同じような弐

　　　　　　　　　　　　　　　によつているので本差はない，5）雑工事がいちじるしく

37坪　45kg　150ロ’500　kg　　　滅つているのは，間仕切が簡易化され，便所，聖所，押

2・5坪　一3kg　10ロ「　33　kg　　　入等の手聞どる部分がないtcめで，これを同じ形式の準

　　　　　　　　　　　　　　　面にまとめるとすれば，ほぼ同程度の工数を要する．（6）

　　　　　　　　　　　　　　　結局佳宅形式の場合には基礎6，パネル組立5，外装

　　　　　　　　　　　　　　　10，内装13，雑工事20程度で計54となりm型に比

　　　　　　　　　　　　　　　　し64％程度の工藪ですむものと考えられる・

ユ戸當り

坪當り

254　kg

17kg

19．7石

1．31石

動き謁譲

　全重量は4．6　tonであり（基礎を除く）坪當り30Q　kg

彊で，普通の木造家屋の約1！3という輕さである・

　5．、エ作工数　　　　　　　　　’

　パネル式の特色はなるぺく多くの部分が工場生産に適

することであるが，この試作ではまだ内装を現場取付に

しているので充分ではないが，一それでも普通の構造にく

らべてはるかに（30～40％）現場工教が節約されている・

　　日敏工猿
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　　　　第7圓

工場作業（人時）　　（

準備，矩計，段取Q

部材加工

部分組立

珊場keSC（人噂）（第・7圏）1

、

V型工程表

　　）内は坪當り工数

6，賦作結果

（A）　利　　繍　・

（1）商店，工事事務所等の急速施工の場合には極め

　　て有利で，着工後4週間以内で完成する．

（2）學校，病院等には清潔な外観と，ある程度の難

　　燃性である黙が適している（第8圏）．

（3）軟弱地盤に封しては輕量（普通木造の1、3の重

　　量）であることが有利である。　　　　　　　‘

（4）ある期聞ごとに移設を必要とする建物（鑛山佳

　　宅，事務所など）には最も適している．

（5）雨水の侵入がないので，普通のモルタSv塗より

　　　耐久性がすぐれている．°

（6）塗装iの必要がないので維持費が低康ですみ非常

　　　に経濟的である．　　　．　、

（7）経費は普通の木造建築にくらべて高便ではな

　　　い．（坪25，000圓）その内課は次の通りである・

（8）バネル式　　　V型工費内鐸表（軍位圓）

蓼

liilii魎

壌磐凌摩謡謹恐魂覇馨

謎熱結尋逆メ弘1適濾

／

　　で均等な

　　強さをも

　　あ，要所

・　に充分金

工事別1・戸分陣り

基礎工事

木工叢

14，300　　　950

12S，000　　　　　8340

　　　　　　　；

　　　　　　　　　　，齢
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第8麟　アル’ミ組立家屋の外観

物をつか
　　　　　　内髪叛、
つてある

　　　　　　金属：L事
から，醗

震，耐風　　雑工事

敗で・不　諸経費
均等荷重
　　　　　　合　　計
幽による狂

いが少い．

tt

@　’　，「・・「∵　㌦ンー、ブ

　　　　　　　　　生　産　研　究　　　「”e

1）從來の横バネ，・式組立佳宅の臓で　”t　”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：

謙灘灘・ル・板・礫板・・つt，・ew・ネ・噸

、

　tt間は完至にふさがれでいるし，離騰パネル｝ま

　∵粗互に完全にボルト締めされているので（骨組　’

　　だけのバネルであるから結合が自由である），

惑濁統一された繕造騰は木工事の経費をいちじるし

　　く低下させるので，外髪材料が高便であること

　　の不利を充分につぐないうる．　　　　　　　　　　一

　　　それで今後の研究課題は折角不燃性の外襲材

　　を用いているのであるから，さらに防火度を高

　　める方法がその一つであつて，この瓢について・

22，SOO

150，000

’27，400
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．1520
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工830
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　　　　　（9）床以外の木部が全部不燃材でつつまれているか

1　　　　　　　　ら火災を起しにくくJまた延焼の危瞼も少い．

　　　　　にo）木邉は年と共に鰻して老朽化するカ9アルミ

　　　　　　　　の被覆はいつまでも清潔明快である．

　　　　　（B）m　ra　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　試作の申途であるからまだ不照の鮎があり，今炎改良

　　　　すべき鮎は訳の通りである．・　　　　　　　　　　　　「

　　　　　（1）アルミ板の現在の寸法は波付の開係で牛端が多

　．　　．　　　く，継ぎ目が完全にかくせないので繊ぎ目の置

　　　　　　　　裁がよくない．

　　　　　（2）できれば内裟板まで取付けて現場作業を少くし

　　　　　　　・たいが・運搬，組立P接合の融で現段階では骨

　　　　　　　　組のままで蓮搬したが，今後はなるべく完戯部

　　　　　　　　品の形で現場作業を少くしfLい．
　　’
　　　　　（3）熱に封してやや敏感であるから，内髪板の繭

　　　　　　　　性をもつと向上させkい．（表面の塗裟など）

（4）

（5）

アルミの加エ婆着に細かい注意が必要である．

内外の意匠形態は用途によつていろいろな攣形

を必要とする・　　　　　　　　　・

7．　今後の研究間題

こ？試作の結果から，今後の研究方針を次のよ．うに

　　　　　　考えている．
’s

：し　，　　　26
t’．．

・－．ヒ @　　　‘：　　一，　　　　　　　　！

　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

、

　　　　　　　　　　隔

は輕易な不傳導質のイソシュレPショソをアルミ板と木

骨のふれあう部分に捕入しセり，通常風雨に弱い肪火塗

料をその間に用いて木骨の硬火をおくらせ，これによつ

七かなりの防火性を高め得ると考えられる．　、

　2）　屋根を片流れにしたことは，小屋組の簡易化，棟

や薪先，樋などの最も面倒な部分の省略に大いに役立つ

ているが，屋根の匂配はアルミ幣板の懸用によつてさら

に少くできるこζがたしかめられtcので，屋根板の最上
　　　　　　　　ノ　　　　　’　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

端から水が廻らない工夫をL拠上で匂配をlilO程度に

引き下げ，南側の高い方のパネルの高さを減少させるこ

とを考えている．

　3）小屋裏最上部に大きい換氣孔をもつているので，

アルミの輻射能に助けられて7普通の金麗屋根講造とは
　　　　　
くらぺものにならない位源度的な悪影響が少いのである

が，それでも密閉時には夏季最高温度が木遭の場含より，

もやや高目（十1～2℃）になりやすいので，窓の配置を

考慮して，少くとも使用時には全然木造にくらぺて不利

のないようにできることは實鐙されたが，東西両に大き

な窓をとり常風方向に窓をとらないようなことはさけな

ければいけない．なおできうれば少くとも西側壁だけぽ

角裟板の裏側にアルミ箔を用いて，輻射と通氣の慈断を

試みることが有利であること‘ま，IH型試作家屋の結果

からみても明らかである．

　4）内装木毛板ぱ最も経濟的な難燃性壁材であるが，

折角の黙の遮漸性が室氣の貫流によつていちSるしくそ

こなわれている鱒輩があるし，また感じの上からいつて

も表面が粗すぎるきらいがある．これらの鮎を改善し，

さ．らに防火性能を高めるftめにも特殊な表面仕上げを

すればさらにその用途がひろまり，難燃内壁としての硬

値を倍加するものと思われる・（1951．10、31）
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